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審
査
の
過
程
で
は
、
継
続
事

業
の
過
年
度
実
績
に
つ
い
て
、

成
果
の
検
証
が
十
分
に
な
さ
れ

て
い
る
の
か
と
い
う
懸
念
や
、

成
果
の
把
握
が
き
ち
ん
と
さ
れ

て
い
る
の
か
と
い
っ
た
指
摘
が

複
数
あ
っ
た
。
と
り
わ
け
、
ふ

る
さ
と
応
援
寄
附
金
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
事
業
助
成
金
に
つ
い

て
は
、
助
成
金
と
は
い
え
市
の

負
う
べ
き
責
任
も
非
常
に
大
き

い
と
認
識
す
る
。
過
年
度
の
事

業
実
施
状
況
を
確
認
し
、
ま
た

新
年
度
の
事
業
計
画
も
精
査
の

上
、
適
宜
委
員
会
に
も
報
告
を

求
め
た
い
。

　

新
市
長
の
も
と
組
ま
れ
た
新

年
度
予
算
が
、
市
民
の
方
々
に

有
意
義
な
も
の
と
な
り
、
ま
た

そ
の
思
い
が
十
二
分
に
反
映

し
、
執
行
さ
れ
る
こ
と
を
求
め

る
と
の
意
見
を
付
し
て
賛
成
と

の
意
見
が
あ
っ
た
。

○
副
市
長
の
選
任
に
つ
き
同
意
を

求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　

松ま
つ
う
ら浦　

隆り
ゅ
う
た太
（
大
阪
府
池
田
市
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

新　

任

　

林　
　

秀
之
（
原
町
区
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

新　

任

○
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
き
同
意

を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　

小
澤　

政
光
（
原
町
区
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

新　

任

○
教
育
長
の
任
命
に
つ
き
同
意
を

求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　

大
和
田
博
行
（
原
町
区
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

新　

任

○
教
育
委
員
会
の
委
員
の
任
命
に

つ
き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　

高
野
惠
以
子
（
鹿
島
区
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

再　

任

○
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
き

意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　

泉　
　

邦
子
（
小
高
区
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

新　

任

　

山
内
登
志
子
（
小
高
区
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

新　

任

　

佐
藤　

房
子
（
小
高
区
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

再　

任

討
　
　
論

議案番号 件　　　　　　　　　名 議決状況

１ 新庁舎建設特別委員会の設置について 原案可決

２ 待機児童解消、保育士配置基準の見直しと処遇
改善を求める意見書の提出について 原案可決

３ 種子法廃止に伴う万全の対策を求める意見書の提
出について 原案可決

４ 福島県最低賃金の引き上げと早期発効を求める
意見書の提出について 原案可決

委員会提出議案／意見書 新庁舎建設特別委員会
職　名 委　員　名
委 員 長 水井　清光
副委員長 田中　京子
委　　員 大山　弘一
委　　員 太田　淳一
委　　員 鈴木　昌一
委　　員 田中　一正
委　　員 竹野　光雄
委　　員 小川　尚一
委　　員 渡部　寬一

○
簡
易
舗
装
事
業

１
千
610
万
４
千
円

質　

疑　

簡
易
舗
装
事
業
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

弁　

30
年
度
は
３
路
線
を

予
定
し
て
い
る
。
現
在
、
南
相

馬
市
内
で
73
路
線
ほ
ど
の
要
望

が
あ
り
、
帰
還
再
生
生
活
道
路

舗
装
事
業
と
あ
わ
せ
て
、
年
間

で
９
路
線
か
ら
12
路
線
を
実
施

し
計
画
的
に
進
め
た
い
。
ま

た
、
比
較
的
利
用
頻
度
の
多
い

道
路
、
通
学
路
、
路
面
補
修
を

頻
繁
に
行
う
路
線
な
ど
を
重
点

的
に
行
っ
て
い
き
た
い
。

○
や
さ
し
い
み
ち
づ
く
り
事
業

３
億
円

【
主
な
内
容
】

　

歩
行
者
及
び
車
両
の
安
全
な

通
行
を
確
保
す
る
た
め
、
道
路

区
画
線
の
修
繕
を
実
施
す
る
。

質　

疑　

通
学
路
な
ど
で
歩
道

の
白
線
が
消
え
か
か
っ
て
い
る

と
こ
ろ
が
あ
る
が
、
通
学
路
に

お
け
る
県
道
、
市
道
の
連
携
に

つ
い
て
伺
う
。

答　

弁　

大
変
危
険
な
箇
所
が

多
数
見
受
け
ら
れ
て
お
り
、
県

道
に
つ
い
て
も
区
長
等
々
を
通

じ
非
常
に
多
く
の
要
望
が
き
て

い
る
。
県
道
で
あ
れ
ば
建
設
事

務
所
に
、
横
断
歩
道
に
つ
い
て

は
警
察
に
強
く
要
望
し
て
き
て

い
る
。
今
後
も
、
交
通
の
安
全

に
支
障
を
来
す
、
子
供
た
ち
の

安
全
に
支
障
を
来
す
と
い
う
こ

と
を
強
く
県
の
ほ
う
に
要
望
し

な
が
ら
、
同
時
施
工
で
き
る
よ

う
努
力
し
て
行
く
。

人
　
　
事

○
大
町
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
管

理
運
営
事
業　
　

782
万
５
千
円

質　

疑　

ボ
イ
ラ
ー
の
稼
働
状

況
及
び
燃
料
に
使
う
木
質
チ
ッ

プ
の
調
達
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

弁　

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
等

が
あ
っ
た
が
、
昨
年
10
月
に
す

べ
て
の
修
繕
、
問
題
点
を
改
善

し
、
10
月
以
降
は
通
常
運
転
で

対
応
し
て
い
る
。
ま
た
、
木
質

バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
ー
の
燃
料

と
な
る
木
質
チ
ッ
プ
は
、現
在
、

玉
川
村
の
杉
間
伐
材
で
あ
り
、

市
内
の
木
材
は
、
放
射
線
量
等

の
問
題
が
懸
念
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、現
在
納
品
さ
れ
て
い
な
い
。

定
例
会　

委
員
会
提
出
意
見
書

定
例
会

○
農
業
農
村
活
性
化
施
設
管
理

事
業　
　
　
　
　

313
万
４
千
円

質　

疑　

農
業
農
村
活
性
化
施

設（
ハ
ー
ト
ラ
ン
ド
は
ら
ま
ち
）

の
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

弁　

農
業
農
村
活
性
化
施

設
は
、
現
在
本
来
の
機
能
を
果

た
し
て
い
な
い
状
況
に
あ
り
、

平
成
29
年
度
に
、
行
政
区
長
を

含
め
た
今
後
の
あ
り
方
を
検
討

す
る
委
員
会
を
開
催
し
、
今
後

の
対
応
方
針
に
つ
い
て
決
め

た
。
今
後
は
そ
の
結
果
に
基
づ

き
、
庁
内
手
続
等
を
踏
ま
え
、

最
終
的
に
取
り
壊
す
と
か
、
用

途
廃
止
を
決
め
て
い
き
た
い
。

○
庚
塚
橋
整
備
事
業
負
担
金

　
　
　

２
億
２
千
万
円

【
主
な
内
容
】

　

福
島
県
が
実
施
す
る
新
田
川

河
川
改
修
事
業
に
つ
い
て
、
庚

塚
橋
改
築
工
事
費
用
の
一
部
を

負
担
す
る
。

・
事
業
内
容

　

橋
梁
工
事
費
負
担
金　

一
式

（
庚
塚
橋
）

質　

疑　

庚
塚
橋
の
工
事
の
進

捗
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

弁　

平
成
29
年
度
は
橋
梁

の
撤
去
工
事
、平
成
30
年
度
は
、

橋
梁
の
下
部
工
の
設
置
、
及
び

上
部
工
の
工
場
製
作
を
予
定
し

て
い
る
。
最
終
年
度
の
平
成
31

年
度
に
上
部
工
の
設
置
を
行
い

完
成
と
な
る
。

○
水
産
業
協
同
利
用
施
設
復
興

整
備
事
業　

２
千
38
万
４
千
円

【
主
な
内
容
】

　

水
産
業
の
復
興
を
図
る
た

め
、
真
野
川
漁
港
共
同
利
用
施

設
を
建
設
す
る
。

・
事
業
内
容

　

オ
イ
ル
フ
ェ
ン
ス
等
保
管
倉

庫
設
置
工
事

　

左
岸
オ
イ
ル
フ
ェ
ン
ス
支
柱

設
置
工
事

　

オ
イ
ル
フ
ェ
ン
ス
及
び
巻
取

機
購
入

質　

疑　

オ
イ
ル
フ
ェ
ン
ス
の

仕
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

弁　

基
本
的
に
オ
イ
ル

フ
ェ
ン
ス
と
し
て
の
機
能
と
、

川
の
増
水
時
に
漁
港
内
に
入
っ

て
く
る
流
木
等
の
進
入
を
防
ぐ

二
つ
の
機
能
を
持
っ
て
い
る
。

○
森
林
病
害
虫
防
除
事
業

１
千
489
万
３
千
円

【
主
な
内
容
】

　

森
林
資
源
の
保
護
と
森
林
が

有
す
る
機
能
の
確
保
を
図
る
た

め
、
被
害
木
の
伐
倒
駆
除
を
実

施
す
る
。

・
事
業
内
容

　

松
く
い
虫
防
除
業
務
委
託

　

カ
シ
ノ
ナ
ガ
キ
ク
イ
ム
シ
防

除
業
務
委
託

質　

疑　

森
林
病
害
虫
に
よ
る

被
害
の
実
態
及
び
駆
除
方
法
等

　

に
つ
い
て
伺
う
。

答　

弁　

被
害
面
積
は
平
成
28

年
度
で
7.6
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
平
成

29
年
９
月
に
目
視
確
認
し
た
と

こ
ろ
、
345
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
広
範

囲
が
ナ
ラ
枯
れ
を
起
こ
し
て
い

る
。
駆
除
の
方
法
は
、
松
く
い

虫
と
同
等
に
、
伐
倒
し
て
、
燻

蒸
し
て
、
処
理
を
す
る
方
法
で

あ
る
。

　

生
活
基
盤
に
近
い
と
こ
ろ
か

ら
処
理
を
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
が
、
市
内
の
広
範
囲

に
お
よ
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、

平
成
30
年
度
だ
け
で
は
駆
除
が

終
わ
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。


